
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① それぞれの業務は、本格的業務(正規職員担当)と補助的業務(臨時職
員担当)で構成されているが､来年 4 月からの会計年度任用職員制度

の適正導入に向け､今後どのような検討･対策を進めていくのか？ 
→(市長)同一労働･同一賃金の観点から、正規職員と臨時職員との業務
の差別化をより明確にする必要があり、所属長(課長等)に対して引き
続き臨時職員の業務内容の精査･検証を徹底し、来年 4 月からの円滑
な制度運用開始の準備を進めていく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
② 学校事務は、県正規職員と市臨時職員で行っているが、制度導入の

準備を進めている現在でも、市臨時職員が市の公金や校納金業務(予
算､集金､執行､決算､監査等)、保護者､近隣住民等との窓口･電話対応
業務等までをこなし、とても補助的業務とは言えない。｢本格的業務｣
そのものだ。今後どうするのか？ 

→(市長)所属長である学校長に改めて差別化を指示するとともに、再度
上司である県正規職員を対象とした研修会を開催し徹底していく。 

 
③ 来年 4 月に制度が始まった段階でも差別化できず、こうした状況が

続いた場合は、正規職員または専門職としてのフルタイム職員とし
て採用するということでよろしいか？ 

→(市長)その方向で検討する。 
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質問 1・・(仮)富士市立大学等の高等教育機関のあり方に関する検討はどう進めるのか？ 

① 高等教育機関の誘致・設置に関する検討組織の設立や、その活動スケ

ジュールはどう考えるか？ 

→(市長)地方の大学等を取り巻く環境は厳しさを増しており、有意義な

検討を行うには現状把握や将来予測など十分な準備が必要。現時点で

は検討組織を設置する前段階であり、庁内関係課による先進自治体や

公立大学法人等への視察研究を行っていく。 
 
 また令和 3 年度からスタートする第六次総合計画の策定過程におい

て、議員や総合計画審議会委員の皆様からご意見をいただき、その上

で高等教育機関の誘致や設置について、第六次総合計画に位置付けて

いくべきかを検討し、位置付けていく場合には、計画期間中の検討組

織等の設立を考えていく。  
 
(再提案)要は、第六次総合計画案をまとめるこれから約1年の間に、様々

な議論を行い、高等教育機関の誘致・設置に関する一定の方向性の結

論を出していくつもりでいる、と受け取った。今後の様々な場面での

議論・検討を期待したい。 

 

小池としあきが､9 月定例議会で､ 
41 回目の一般質問に臨みました！ 

■学校事務の現在と、今後のあるべき姿 

正
々
堂
々 

 今回は、1 年前に質問した｢高等教育機関の誘致・設置に関する検討｣の継続質
問と、来年度から臨時職員を｢会計年度任用職員｣とする制度の適正な導入につい
て、市長の考え方を質すとともに提案を行いました。 

 
質問 2・・学校事務等を事例に考える適正な「会計年度任用職員制度」導入の進め方は？ 

都留文科大学 
(山梨県都留市、人口
3.0万人、1960年開学) 
   ↓ 

■会計年度任用職員制度とは 
  市役所及びその出先機関では正規職員に加え、多くの臨時職員が

働いている。しかし現状は臨時職員の働き方に関する制度が不明確
であり、自治体によって任用・勤務条件が様々である。 

  ｢働き方改革｣等の観点から法改正により、令和 2年度からは、 
 ・正規職員…本格的業務(組織の管理･運営自体に関する業務、財産

の差押え､許認可等の権力的業務) 
  ・臨時職員…補助的業務(データ入力、資料整理などの単純業務や正

規職員の業務の前段となる予備的な作業など専門性が低い業務) 
 に明確に区分し、臨時職員を｢会計年度任用職員｣と位置付け、その
中を働く時間､専門性等によって更にフルタイム職員、パートタイム
職員に区分することとなった。 

■業務の構成と、学校事務業務の内訳 

■公立大学の事例 

↑ 
公立小松大学 

(石川県小松市、人口
10.9万人、2018年開学) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7～9月の活動 

若者サポーター養成講座(8/3)…ニート･引きこもり等の若者の相談窓口である｢ココ☆カラ｣
が主催し､若者に寄り添いながら社会参加･就労をサポートする｢お節介な人｣を増やします！ 

ブログ(インターネット上の日記)を覗いて見て下さい｡ほぼ毎日更新しています｡ 検索は｢小池としあき｣で！(https://koike473.exblog.jp/) 

駿河台三丁目の夏季防災訓練（9/1）･･写真にはありませんが､今年は指定避難所の吉原高
校まで荷物を載せたリヤカーを往復しましたが､登りの坂道はとても大変｡人手が必要です! 

田宿川の川そうじ(8/18)･･｢たらい流し｣が終わった後も、夏の間は水草は伸び続け、
それを刈らなければ水害の危険が高まります｡流域全体で取組むことが必要です！ 

･･｢甲子園｣､｢ラグビー･ワールドカップ｣を現場で観戦し､富士市への大規模スポーツイベント誘致について検討しなければ､と実感しました！ 

法雲寺の灯篭流し(8/16)･･妻の実家の｢わきみず寺｣(今泉･栄町)の夏の終りの恒例行事
です。送り火を炊き、清流を流れる灯篭とともに先祖の霊を極楽浄土に送り出します！ 

滝川の草刈り土手普請(7/20､9/7)･･ヒガンバナが茎を伸ばす前の 9 月初旬は､土手の法面
まで刈るのに70台以上の草刈り機を集めました｡私は暑さで両足がつり､ダウンでした！ 

吉原高校避難所運営委員会(7/27)･･12 月の避難所開設
運営訓練でお世話になる学校設備等の現場確認です! 
 

富士高ハンドボール部女子が全国初の 1 勝(7/21)…ＯＢ会長として壮行会で激励の挨拶を
行いました。3 回目のインターハイ出場で初めて 1 回戦を突破し、｢違う景色｣が見えた！ 

甲子園開会式･開幕試合(8/6)…団子の｢たむらや｣さん(西仲町)のお孫さんが進
学･出場した八戸学院光星高校(青森県)の開幕試合観戦弾丸バスツアーに参加！ 

田宿川たらい流し川まつり(7/28)…雨が心配でしたが
無事開催｡地域の皆さんのサポートあっての祭りです! 

ヒガンバナウォーク(9/21)…雨予報の中、40 人の皆さんに参加いただきました。暑く雨が少
ない夏の年は､開花が遅れるようで｢あと 1 週間後だったら!｣。自然相手は難しいですね！ 

静岡県アルティメット選手権(8/17)…4 年目を迎えた｢富士山杯争奪 究極円盤選
手権大会｣｡神奈川･山梨県を含め計 14 チームが参加し､熱戦を繰り広げました! 

吉原本宿寄席(9/15)…市民活動センターには 40 人以上のお客さんが集まり、4 人の｢富士市
の師匠｣の話と芸を堪能しました。これで 700 円は超安い！次回は皆様も是非ご来場を！ 

富士山かぐや姫ミュージアム(7/6)･･企画展として｢まぼろしの宿
場町 中吉原宿」を開催｡私が生まれ育った津田･荒田島あたりです! 

内山財産委員会で管内山林視察 (7/12)･･愛鷹山を回る広域林道を廻り､最終地点にはバ
ンジージャンプで有名になった須津川上流の｢大棚の滝｣｡健全な森林あっての風景です! 

駿河台三丁目夏祭り (7/13)･･曇り空の下で開会。子ども神輿、各種売店、途中雨が降っ
てくる中での太鼓披露、さらには多くの皆さんが参加した盆踊り等、楽しみました！ 

ラグビー・ワールドカップ観戦(9/22)…｢4 年に一度じゃない｡一生に一度だ｣｡奮発して日本と
同じ組の｢アイルランド×スコットランド｣を日産スタジアム(横浜市)で！行って良かった！ 

https://koike473.exblog.jp/

